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11月1日（水）に第8回研究部会が行われました。不登校の考え方、

フリースクールの在り方について、このところ議論が続いています。事

の発端は、10月17日に滋賀県東近江市長が「不登校の大半は親の責

任」「フリースクールは教育になっていない」「フリースクールなどを

支援する取組は国家の根幹を揺るがしかねない」などという一連の発言

からでした。当事者の子どもたちからは「親のことを否定してほしくない。すごい迷惑かけちゃったから、これを見て親が

傷ついていたらどうしようって感じ」。フリースクール担当者からは「これだけ多くの子どもたちが、公教育に対して、学

校に対して何らかの違和感とか、どれだけ頑張っても行けない状況があるにもかかわらず、学校だけでいいですって言う理

由はないと思う」。現役の大阪府のある中学校長からは「学校に来られていない子が、その子の成長のためには、必ず人と

コミュニケーションをとる機会を設けなければいけないので、学校と疎遠になっている子がどこに行くのかと言ったら、学

校に来られない子にとって、フリースクールは救いの場である」。一方で、フリースクールに通う子どもを持つ保護者に対

して月額3万円を補助している彦根市長は「今すごく不登校が増えてきて…。極論になるかもしれないが、安易に不登校を

招くような環境を作ってはいけない」という意見もあります。 

皆さんは、これらの意見を聞いてどのような感想を持つでしょうか。私たちサポートセンターの研究では、「子どもたち

の声から不登校を考える」をテーマにしています。様々な意見が飛び交う中で、私たちのよりどころになるのは「子どもた

ちの声」です。たった一人であろうと困っている子どもがいたら、その子を取り残してはいけないという信念のもとに私た

ちは研究を続けています。それが教育活動総合サポートセンターを設立した趣旨であると思います。 

 

10月23日（月）午前10時から川崎市教育会館において、会計担当者全体

会が開催されました。 

会の初めに、小泉税理士から10月にインボ

イス制度の導入、来年１月からの電子帳簿制

度の導入と大きな税制度の改革が行われるこ

とについて、説明と対応について話がありま

した。インボイス制度については消費税の取

り扱いについて、委託を受けている担当部署

としっかり確認していくことが必要だということ。また、電子帳簿制度につ

いては、データの保管の仕方について職員間で共通理解をしていくことが大

切だというご指摘がありました。 

11月7日（火）梶ケ谷小学校で

出前科学教室が開催されました。

今回は「プロペラ車を作ろう」とい

う活動でした。参加した子どもたち

からは「はめるとかつけるとかむず

かしかったけれど、楽しかったで

す」「車輪は人が作ったとはじめて

知りました」「次はバイクとか舟をやってみたいです」「今回

も、とても楽しかったので次回もぜひやりたいです」などの感想

が寄せられました。 

知っていますか？「不登校」にかかわる最近の議論 

出前科学教室～梶ケ谷小学校 

会計担当者全体会 



 

 

 

11月8日（水）午後1時に、市長・市議会議長・

教育長に令和6年2月10日行われるサポートセン

ター20周年記念式典・祝賀会の案内をお届けして

きました。皆さん、2月10日は急な用事が入らず

にご参加いただけると嬉しいです。 

 

11月8日（水）午後2時から川崎市民文化賞の授賞式

が、真新しい川崎市役所2階ホールで開催されました。

今年度の市民文化賞に、教育活動総合サポートセンター

でもご活躍いただいた片山世紀雄先生が受賞されまし

た。サポートセンターからは、井口衛先生、宮田進先

生、佐々木武志先生に続いて4人目の受賞となります。

サポートセンターの設立 20

年を飾る、輝かしい一日と

なりました。片山先生にお

かれましては、奥様ともど

も、素晴らしい笑顔の授賞

式になりました。心より、

お祝い申し上げます。 

 

11月10日（金）、この日は、教育

会館で事務局会、役員会が開催されま

した。事務局会・役員会では、事業報

告の他に、設立20周年記念事業、文

化講演会、友だちに薦めたいこの 1冊

コンクール等についての説明がありま

した。その後に退職校長会、退職教職

員の会、サポートセンターの 3者連絡会・懇親会が行われました。3者連絡会

は、コロナ感染症のため 4年間中止していた事業です。川崎市の子どもたちを

支援する3つの団体の貴重な情報交

換の場になっています。 

 

11月14日（火）9時30分から12時30分ま

で中原区役所で、保護者ミーティングが開催さ

れました。今回は、学年を奇数学年、偶数学年

に分けて、新しい保護者の皆さんと話し合っていただきました。自然教室など

行事への参加の仕方、支援級から普通教への申し込みの仕方、お子さんの意思

の確認の方法など有益な情報交換ができました。 

１ 金 学習支援幸・日吉教室、幸区

連絡会14時幸区役所、サイエ

ンスキッズ準備 

２ 土 日本語支援幸町教室 

３ 日  

４ 月 事務局打合せ⑨ 

5 火 学習支援川崎教室、寺子屋さ

ぎぬま、（宮ノ下）県青少年

センター青少年サポート課現

地調査14時 

6 水 研究部会⑨、日本語支援東小

倉教室、学習支援幸・日吉教

室 

7 木 学習支援川崎教室、寺子屋上

作延 

8 金 事務局会13時、学習支援幸・

日吉教室、（旭町）市立川崎

高校定時制情報交換 

9 土 文化講演会14時 

10 日  

11 月  

12 火 中原区保護者Ⅿ⑥、学習支援

川崎教室 

13 水 日本語支援東小倉教室、学習

支援幸・日吉教室 

14 木 学習支援川崎教室、寺子屋上

作延 

15 金 研究協議会④14時、学習支援

幸・日吉教室 

16 土 寺子屋さぎぬま体験教室、

（旭町）保護者の会13時 

17 日 サイエンスキッズ打合せ 

18 月 学習相談部会⑧ 

19 火 学習支援川崎教室、寺子屋さ

ぎぬま、大山街道ふるさと館

経営委員会14時 

20 水 日本語支援東小倉教室、学習

支援幸・日吉教室 

21 木 学習支援川崎教室、寺子屋上

作延,（南野川）理科実験教室 

22 金 学習支援幸・日吉教室、（旭

町）個別検討会議 

23 土 日本語支援幸町教室,南野川年

末年始休業（１月４日まで） 

24 日  

25 月 （ 

26 火 営繕委員会10時半 

納め会17時 

27 水 学習支援幸・日吉教室、 

宮ノ下年末・年始休業（１月

３日まで）、旭町年末年始休

業（１月４日まで） 

28 木  

29 金  

30 土  

31 日  

１２月の行事予定 

 

中原ミーティング 

事務局会・役員会・三者連絡会 

川崎市長・市議会議長・教育長に 

20周年記念式典・祝賀会案内を届ける 

片山世紀雄先生の市民文化賞受賞式 


